
 

HPV(ヒトパピローマウイルス) ワクチンについての Q＆A    
 

Q. ヒトパピローマウイルス（HPV）とは何ですか？  

A．ヒトパピローマウイルス（HPV）は、皮膚や粘膜に感染するウイルスで、200 種類以上ありま

す。粘膜に感染する HPV のうち少なくとも 15 種類が子宮頸がんの患者さんから検出され、

「高リスク型 HPV」と呼ばれています。 

これら高リスク型 HPV は性行為によって感染しますが、子宮頸がん以外に、中咽頭がん、肛門

がん、腟がん、外陰がん、陰茎がんなどの原因になることがわかっています。感染してもほとん

どは自然に消えますが、一部の感染が長く続くと、将来がんにつながることがあります。 
 

Q.HPV（ヒトパピローマウイルス）ワクチンの効果は何ですか？効果はどれくらい続きますか？  
 

A. 子宮頸がんの原因となる HPV 感染を防ぎます。 

現在使用されている９価 HPV ワクチン（シルガード®９）は、HPV の中でも子宮頸がんをお

こしやすい種類（型）である HPV16 型、18 型、31 型、33 型、45 型、52 型、58 型の感染

も防ぐため、子宮頸がんの原因の 80～90%を防ぐとされています。 

海外や日本で行われた疫学調査（集団を対象として病気の発生などを調べる調査）では 、

HPV ワクチンを導入することにより、子宮頸がんの前がん病変(がんになる手前の状態)を予

防する効果が示されています。また、接種が進んでいる一部の国では、子宮頸がんそのものを

予防する効果が確認されています。これらの国々では、ワクチン接種世代と同じ世代でワクチ

ンを接種していない人の HPV 感染も低下しています（集団免疫効果といいます）。 

予防効果は 10 年以上続くとされており、国内においても、調査が続けられています。 
 

Q. HPV ワクチン接種はどのようなものですか？  

A．小学校６年～高校１年相当の女子は、予防接種法に基づく定期接種として、公費により HPV ワ

クチン（シルガード９）を接種することができます。 
 

※平成９年度生まれ～平成 20 年度生まれ（誕生日が 1997 年 4 月 2 日～2009 年 4 月 1 日）の女

性のキャッチアップ接種［経過措置］は、令和 8 年（2026 年）3 月 31 日で終了しました。 
 

Q.HPV ワクチンは何回接種すればよいですか？  

A. ワクチンの接種スケジュールは一定の間隔をあけて、合計２回または３回接種します。接種する

年齢によって、接種のタイミングや回数が異なります。詳しくは接種する医療機関に相談してく

ださい。 ※１年以内に規定回数の接種を終えることが望ましいとされています。  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１： １回目と２回目の接種は、少なくとも５か月以上あけます。５か月未満である場合、３回目の接種が必要になります。 

※２・３： ２回目と３回目の接種がそれぞれ１回目の２か月後と６か月後にできない場合、２回目は１回目から１か月以上(※２)、３

回目は２回目から３か月以上(※３)あけます。 



Q． HPV ワクチンを接種しなくても、毎年子宮頸がん検診を受ければ、早期発見ができますか？  
 

A.  定期的に子宮頸がん検診を受けることで、がんになる過程で見られる異常（異形成）やごく早

期のがんを発見することができます。検査結果に応じて医師と相談しながら、経過を観察す

る、または身体への負担が少ない治療を進めることが可能です。 
 

 一方、子宮頸がん検診でがんが発見された場合、病状によっては手術が必要となり、子宮の

一部を切除する場合、将来の妊娠や出産において早産のリスクが生じる可能性があります。そ

のため、早期発見の重要性は非常に高いといえます。 ただし、がんや前がん病変のある人で

も、検診で異常なしと判定されてしまう可能性（偽陰性）があるため、定期的な検診を受診する

ことが重要です。特に若い世代は子宮頸がん検診の受診率が低い傾向があり、このことが原因

でがんの進行を招き、結果的に子宮摘出や死亡のリスクを高めてしまう可能性があります。  
  

さらに、子宮頸がん検診はがんの発症を直接防ぐものではありません。しかし、HPV ワクチ

ンを接種することで、子宮頸がんの主な原因とされる高リスク型 HPV の感染を予防すること

ができます。なお、HPV ワクチンはすべての HPV 型感染を防ぐものではないため、検診とワ

クチンを併用することで予防効果を大幅に向上させることが可能です。このような理由から、

HPV ワクチンを接種していてもしていなくても、20 歳を過ぎたら定期的に子宮頸がん検診

を受けることが非常に大切です。   

なお、牛久市では 21 歳を対象に子宮頸がん検診の無料クーポンを提供しています。 
 

Q.海外での HPV ワクチンの接種状況を教えてください。    

A. 世界保健機関（WHO）が HPV ワクチンの接種を推奨しており、令和 7 年（2025 年）２月時

点では、140 か国以上で公的な予防接種が行われています。カナダ、オーストラリアなどの接

種率は８割以上です。 
 

Q.副反応について教えてください。  

A．HPV ワクチンは筋肉注射です。接種後に見られる主な副反応としては、発熱や接種した部位の

痛みや腫れ、注射による痛み、不安などをきっかけとした失神などがあります。接種を受けた部

分の痛み(疼痛)は５０％以上の頻度で発生するといわれていますが、多くの場合、数日程度で

おさまります。横になって接種するなど、リラックスできる体位も有効です。  

また、ワクチンを受けた方に、広範囲に広がる痛みや、手足の動かしにくさ、不随意運動（動か

そうと思っていないのに体の一部が勝手に動いてしまう）等を中心とする多様な症状が出現す

ることが報告されていますが、頻度は非常にまれです。身体症状はあるものの、画像診断や血

液検査の結果、異常が見つからない状態（機能性身体症状）であることが多く、接種直後の痛み

などと同様にワクチン接種の不安などのストレスに関連した反応と考えられ、他のワクチンでも

同様の報告があります。なお、このような多様な症状は、ワクチンを接種していない方において

も一定数存在するということも明らかになっています。  
 

Q．ワクチン接種後に生じた症状に対する診療体制はどうなっていますか？ 
 

A. HPV ワクチンの接種後に生じた症状については、より身近な地域において適切な診療を提供

するため、各都道府県において協力医療機関が選定されています。ワクチン接種後に気になる

症状が出たときは、まずは接種を受けた医師やかかりつけの医師など地域の医療機関を受診

してください。その際、必要に応じて、協力医療機関の受診について相談してください。 
 

●県の相談窓口● 茨城県 保健医療部 疾病対策課 予防グループ  

029-301-3219   （平日８時３０分～17 時１５分・土日祝日、年末年始除く) 
 

●HPV ワクチン接種に関する一般的なご相談● 厚生労働省 感染症・予防接種相談窓口 

０１２０－９９５－９５６ （平日 9 時～17 時・土日祝日、年末年始除く) 

 



 
 

Q.予防接種を受けた後に体調が悪くなり、医療機関を受診しました。救済などはありますか？ 
 

A.HPV ワクチンに限らず、予防接種法に基づくワクチン接種については、接種によって、医療機

関での治療が必要になったり、生活に支障が出るような障害が残るなどの健康障害が生じた場

合は、申請し認定されると、予防接種法に基づく救済(医療費・障害年金等の給付)を受けられま

す。給付申請を検討する場合には、診察した医師や牛久市健康づくり推進課へご相談ください。 

 

Q.子宮頸がん予防接種の積極的勧奨を控えることになったのは、接種後に重い副反応が出た方がい

たからだと聞きました。実際に重い副反応が出た方はいるのでしょうか。その症状について教えて

ください。 
  

A.  実際に中学生の時に接種をして以来、全身の脱力感や関節痛、歩行障害などの症状に何年も

苦しんでいる方がいらっしゃいます。厚生労働省が指定した協力医療機関を含め、さまざまな医

療機関にかかり、現在も治療中です。その方は、障害認定を受け予防接種健康被害救済制度を

利用して生活しています。  

一方で、積極的勧奨の差し控えから数年の間に、HPV ワクチンの安全性・有効性に関して、国

内外で様々な研究が行われました。HPV ワクチンの安全性について特段の懸念が認められな

いことや、接種による有効性が副反応のリスクを明らかに上回ると認められ、接種後に生じた多

様な症状に関わる診療体制が整えられたため、令和 4 年（2022 年）4 月より積極的勧奨が再

開しました。 子宮頸がんは若い方でも発症し、早期発見で命が助かったとしても、子どもが産

めなくなったり、治療の副作用に長期間苦しむことのある恐ろしい病気です。  

HPV ワクチンの効果とリスクについて十分に理解した上で、接種をご検討ください。 接種を

受ける方が、納得し、不安なく接種を受けていただくことが大切です。接種を迷われている場合

の相談窓口として、市内産婦人科でも HPV ワクチン相談（有料）を実施しています。また牛久市

健康づくり推進課でのご相談も受け付けておりますので、お気軽にご連絡ください。  
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